
高知県ヘルスケア
イノベーションプロジェクト支援案件

高知県ヘルスケア産業実証実験　
支援事業費補助金事業
個人・医療機関 画像共有システム

■ 医療機関としての費用負担はゼロ
　
■ 実証実験期間：2024年10月～2025年1月まで（4ヵ月間）
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ⓒMediTech Corp.

ご利用の流れ

登録済み
Windows PC

代表端末

代表端末
搬送前の画像確認によ
り 無駄な「たらいまわ
し」の 防止！

スマホに転送

画像受信のみのスマホ 画像受信のみのスマホ

スマホに転送

愛宕病院に
紹介したい時

さらに大きな病院に
紹介したい時

専門医や外出中の
医師に診てもらいたい 専門医や外出中の

医師に診てもらいたい
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一方向性ルーター

中核病院・大病院での（システム版）
医用画像の撮影・管理は既存のシステムを利用。イントラネットへの侵入を防ぐために一方向性ルータを間に挟み、インターネットに接続されたパソコンにDrs’HotLine®
をインストール。医用画像の共有は携帯端末（iOS／Android）を利用。既存のものでも可能です。

診療所・クリニック等での構成（CD-ROM版）
PACSやPUBLISHERを導入しておらずイントラネットも構築していない小規模施設の場合は、下記のような小規模構成での導入が可能です。

既存システム 新規導入部 既存端末

ⓒMediTech Corp.

医用画像送信のシステム構成



1次救急病院 2次救急病院 3次救急病院（ クリニック ）

画像送信

画像送信

1.画像付きでの患者の紹介が可能。

2.紹介の是非が必要な症例を事前に相談出来る。

3.地域連携の強化。

代表端末 代表端末

基本的には病院の代表端末（救急外来に1-2台置いてあることを想定）で受信、
各専門医に相談したいときは代表端末から一般端末に転送
レシーバーはユーザー登録してアプリインストールするだけです

1.紹介患者が病院に到着する前に画像の閲覧でき、処置・手術が必要な場合の
　準備が事前に可能。また、病院外にいても画像の閲覧が可能
　→メディカルスタッフの働き方改革に貢献。
2.トリアージ：紹介された場合に今日来るべきか、明日以降で良いか判断可能に
　→高次医療機関の疲弊削減効果が期待

Windows PCに
ソフトをインストール

※少額ですがPOCご協力の謝礼金をご用意しております。 ⓒMediTech Corp.

ご利用によるメリット

医用画像
の無限転送防止のため、必ず1次病院より送信


